
 

 

 

 

 

 

１ 管理・監督者の女性割合 

R5年 4月 1日現在 

30.0% 

 

２ 女性職員の採用割合 

対象 R5年 4月 1日現在 

常勤職員 

・一般事務   31.6%   ・技術(機械、建築、電気) 0% 

・技術(造園)    50%   ・技術(土木)          12.5% 

・心理        100%   ・保健師、看護師      100% 

・衛生監視    100%   ・福祉               83.3% 

・保育士     91.2%   ・作業Ⅲ                0% 

会計年度 

任用職員 

・一般事務   73.1%   ・技術               28.6% 

・医療技術   85.2%   ・学校、教育         69.6% 

・栄養士     99.2%   ・保健師、看護師等   98.9% 

・歯科衛生士  100%   ・保育士等           99.5% 

・福祉       81.5%   ・技能労務           81.8% 

 

３ 継続勤務年数 

対象 R5年 4月 1日現在 

男性 16.4年 

女性 17.5年 

 

４ 育児休業取得率 

対象 R4年度実績 

男性(常勤) 59.3% 

女性(常勤) 100% 

 

５ 配偶者の出産支援休暇及び育児参加休暇取得率 

対象 R4年度実績 

出産支援休暇 70.4% 

育児参加休暇 53.1% 

特定事業主行動計画（足立区職員のための仕事と子育て両立支援

プラン）に基づく取組の実施状況及び情報の公表（令和４年度実績） 



 

 

６ 超過勤務の状況（月平均時間） 

R4年度実績 

14.0時間 

 

７ 超過勤務の状況（職種別月平均時間） 

職種（常勤） R4年度実績 

事務 16.4時間 

福祉 11.8時間 

一般技術 10.9時間 

医療技術 11.2時間 

技能系 2.8時間 

 

８ 各役職段階の職員の女性割合 

役職 R5年 4月 1日現在 

部長級 14.8% 

課長級 9.3% 

課長補佐 20.7% 

係長級 35.9% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

１ 全職員に係る情報 

職員区分 
男女の給与の差異 

(男性の給与に対する女性の給与の割合) 

任期の定めのない常勤職員 91.7% 

任期の定めのない常勤職員以外 72.2% 

全職員 63.0% 

 

２ 「任期の定めのない常勤職員」に係る役職段階別及び勤続年数別の情報 

※ 地方公共団体における「任期の定めのない常勤職員」の給料については、各地方公共団体の 

条例で定める給料表に基づき決定されており、同一の級・号給であれば、同一の額となっている。 

 

（１）役職段階別 

役職段階 
男女の給与の差異 

(男性の給与に対する女性の給与の割合） 

本庁部局長・次長相当職 103.1% 

本庁課長相当職 98.9% 

本庁課長補佐相当職 100.4% 

本庁係長相当職 102.7% 

 

（２）勤続年数別 

勤続年数 
男女の給与の差異 

(男性の給与に対する女性の給与の割合) 

３６年以上 91.1% 

３１～３５年 94.3% 

２６～３０年 93.1% 

２１～２５年 86.4% 

１６～２０年 84.7% 

１１～１５年 86.4% 

６～１０年 87.1% 

１～５年 89.2% 

職員の給与の男女の差異の情報公表 （令和４年度） 



 

【説明欄】 

 
算出方法は、集計区分ごとに男女別で「一の年度の給与の総額」を「各月の給

与支払日に給与を支給した人数の合計／１２」で除した額を算出し、算出された

額の男性に対する女性の比率を求めている。また、説明欄で使用されている人数

の比率は、各月の給与支払日に給与を支給した人数の合計や、各月の給与支払日

に手当を支給した人数の合計から比率を算出している。 

 

「任期の定めのない常勤職員」は所謂常勤職員である。生活給的な手当である

扶養手当や住居手当を、世帯主・住居契約者となっている男性に支給している場

合が多く、扶養手当の受給者の比率は男性約７８％、住居手当の受給者の比率は

男性約６６％である。 

 

「任期の定めのない常勤職員以外」は、会計年度任用職員、再任用職員などで

ある。特に会計年度任用職員が多数を占めており、業務内容に応じて様々な職種

が存在する。同一の職種での時間単価等の報酬については同一の額となっている

が、職種ごとに勤務時間の差が大きく、時間給の勤務やひと月中に数日となる不

定期の採用も多い。男性では拘束時間の長い月額給職員の割合が時間給職員と比

較して高く、女性では同程度となっている。また、会計年度任用職員全体として

は約８０％が女性となっている。 

再任用職員は男女で人数に大きな差はないが、会計年度任用職員に対する再任用

職員の割合が、前述の会計年度任用職員の人数差により男性の方が圧倒的に高い

ため、比率に与える影響が大きい。 


